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半
期
ご
と
に
実
施
す
る
景

気
動
向
調
査
で
、
今
年
１

〜
３
月
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
前

期
か
ら
３
・
６
ポ
イ
ン
ト

下
降
し
て
マ
イ
ナ
ス
７
・

３
と
な
っ
た
。
来
期
（
今

年
４
〜
６
月
）
の
見
通
し

は
、
さ
ら
に
１１
・
０
ポ
イ

ン
ト
低
い
マ
イ
ナ
ス
１８
・

３
と
な
っ
て
お
り
、
物
価

高
騰
に
嫌
気
を
見
せ
た
形

だ
。

　
産
業
別
の
売
上
Ｄ
Ｉ
で

は
、
建
設
業
や
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
で
改
善
傾
向
が
み

ら
れ
た
一
方
、
小
売
業
と

製
造
業
で
悪
化
し
た
。
一

部
の
事
業
所
か
ら
は
「
物

価
が
高
騰
し
て
い
る
の
で

購
買
意
欲
が
な
く
な
り
、

物
が
売
れ
に
く
い
」（
小

売
業
）
と
い
っ
た
声
が
出

て
い
る
と
い
う
。

　
調
査
は
市
内
１
１
９
事

業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
、

６８
・
９
％
に
当
た
る
８２
社

が
回
答
し
た
。

第2555号　　2０24年（令和 6年）6月 ８日

周
世
・
有
年
横
尾
地
区
が
合
同

農
業
核
に
地
域
づ
く
り

農
業
核
に
地
域
づ
く
り

兵
庫
県
下
初
の
協
議
会
設
立

コ
ン
セ
ル
・
ヌ
ー
ボ
定
演

4０
回
記
念
の
ス
テ
ー
ジ

１６
日
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

農
業
を
核
に
住
民
が
助

け
合
い
な
が
ら
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
を
図
る
農
村

Ｒ
Ｍ
Ｏ
「
豊
か
な
郷
づ
く

り
協
議
会
」
が
兵
庫
県
内

で
初
め
て
周
世
・
有
年
横

尾
地
区
に
設
立
し
た
。
今

後
は
国
の
補
助
金
を
活
用

し
て
３
年
計
画
で
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
や
実
証
事
業

に
取
り
組
み
、
持
続
可
能

な
組
織
運
営
を
目
指
す
。

　

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
は
「
農
村

型
地
域
運
営
組
織
」
の
略

で
、
複
数
の
集
落
機
能
を

補
完
し
農
用
地
保
全
活
動

や
農
業
を
核
と
し
た
経
済

活
動
と
生
活
支
援
な
ど
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持

活
動
を
合
わ
せ
て
行
う
組

織
の
こ
と
。
人
口
減
少
や

高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す

る
中
山
間
地
域
の
広
域
的

共
助
組
織
づ
く
り
を
目
的

に
農
林
水
産
省
が
２
０
２

２
年
度
か
ら
推
進
し
、
今

に
一
度
は
必
ず
演
奏
会
を

開
こ
う
」
と
会
員
同
士
で

励
ま
し
合
い
な
が
ら
音
楽

活
動
を
続
け
、
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
し
た
２
０
２
０
年

を
除
き
、
毎
年
欠
か
さ
ず

ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
に
出
演
し

た
会
員
は
２８
人
。「
こ
の

演
奏
会
が
あ
る
か
ら
音
楽

を
続
け
ら
れ
た
」
と
話
す

人
も
あ
る
。

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が

出
来
る
ま
で
は
市
内
に
音

楽
専
用
の
ホ
ー
ル
が
な
か

っ
た
た
め
、
会
場
は
総
合

福
祉
会
館
や
小
学
校
の
体

育
館
な
ど
で
市
外
の
市
民

会
館
を
借
り
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
待
望
の
ホ
ー
ル
が

完
成
し
た
１
９
９
２
年
の

第
９
回
か
ら
は
同
ホ
ー
ル

で
開
催
。
ソ
プ
ラ
ノ
の
小

川
代
表
と
と
も
に
第
１
回

か
ら
参
加
し
て
き
た
ピ
ア

ノ
の
清
水
紀
代
さ
ん（
７５
）

＝
中
浜
町
＝
は
「
赤
穂
に

音
楽
を
根
付
か
せ
た
い
、

と
い
う
み
ん
な
の
気
持
ち

が
あ
っ
た
か
ら
４０
年
間
続

い
た
と
思
い
ま
す
」
と
振

り
返
る
。

　

定
期
演
奏
会
に
は
特
別

出
演
と
伴
奏
者
を
含
め
２１

人
が
出
演
す
る
。
第
１
部

は
ピ
ア
ノ
で
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
の
組
曲
『
く
る
み

割
り
人
形
』
を
演
奏
。
声

楽
に
よ
る
童
謡
と
唱
歌
の

第
２
部
に
続
き
、
第
３
部

は
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
の
組

曲
『
動
物
の
謝
肉
祭
』
を

チ
ェ
ロ
や
フ
ル
ー
ト
な
ど

管
弦
楽
器
も
加
わ
っ
て
演

奏
す
る
。

　

大
ホ
ー
ル
で
午
後
１
時

半
開
場
、
２
時
開
演
。
チ

ケ
ッ
ト
は
全
席
自
由
で
１

０
０
０
円
（
当
日
１
２
０

０
円
）。同
ホ
ー
ル
（
☎
４３

・
５
１
１
１
）
ド
レ
ミ
楽

器
（
☎
４３
・
９
３
６
１
）で

取
り
扱
っ
て
い
る
。（
写

真
は
赤
穂
演
奏
家
協
会

「
コ
ン
セ
ル
・
ヌ
ー
ボ
」

の
第
４０
回
定
期
演
奏
会
へ

出
演
す
る
み
な
さ
ん
）

　 　

　

赤
穂
市
在
住
ま
た
は
ゆ

か
り
の
あ
る
音
楽
大
学
卒

業
者
た
ち
に
よ
る
赤
穂
演

奏
家
協
会「
コ
ン
セ
ル
・
ヌ

ー
ボ
」（
小
川
真
澄
代
表
）

は
毎
年
恒
例
の
定
期
演
奏

会
を
６
月
１６
日（
日
）、
中

広
の
赤
穂
化
成
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
で
開
く
。
今
回

が
４０
回
の
節
目
で
記
念
演

奏
会
と
し
て
催
す
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
赤

穂
高
校
音
楽
部
顧
問
だ
っ

た
故
赤
松
秀
幸
氏
の
門
下

生
ら
で
結
成
。「
地
元
で

演
奏
を
発
表
で
き
る
場

を
」
と
１
９
８
４
年
に
第

１
回
を
開
い
た
。「
一
年

年
３
月
末
ま
で
に
同
省
の

補
助
を
受
け
る
モ
デ
ル
地

域
と
し
て
全
国
５６
か
所
で

協
議
会
が
立
ち
上
が
っ
て

い
る
。

　

周
世
・
有
年
横
尾
地
区

は
Ｊ
Ｒ
有
年
駅
と
坂
越
駅

の
間
に
位
置
す
る
市
街
化

調
整
区
域
で
、
地
域
全
体

の
面
積
６
９
７
㌶
の
う
ち

約
８
％
に
当
た
る
５５
㌶
が

農
地
。
高
齢
化
に
伴
い
耕

作
放
棄
地
が
増
え
、
農
地

の
荒
廃
化
を
い
か
に
食
い

止
め
る
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

関
係
者
に
よ
れ
ば
、
２２

年
６
月
か
ら
地
元
自
治
会

や
土
地
改
良
組
合
な
ど
６

団
体
が
集
ま
っ
て
農
村
Ｒ

Ｍ
Ｏ
の
立
ち
上
げ
に
向
け

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
勉

強
会
を
１４
回
開
催
。
目
的

や
進
め
方
に
つ
い
て
何
度

も
話
し
合
っ
て
理
解
を
深

め
た
。
先
進
地
の
視
察
で

具
体
的
な
活
動
イ
メ
ー
ジ

を
共
有
し
た
上
で
事
業
計

画
書
を
作
成
。
今
年
４

月
、
国
に
事
業
計
画
が
承

認
さ
れ
た
。

　

今
後
は
農
地
の
集
約
化

や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

を
検
討
す
る
ほ
か
、
ニ
ン

ニ
ク
や
原
木
シ
イ
タ
ケ
と

い
っ
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
す
。
自
然
環

境
を
地
域
資
源
と
し
て
保

全
す
る
た
め
、
生
態
系
調

査
も
実
施
。
地
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
営
農
活
動
や

行
事
、
催
し
の
情
報
を
発

信
す
る
ほ
か
、
古
民
家
を

利
活
用
し
た
憩
い
の
場
づ

く
り
も
進
め
る
。

　

４
月
２９
日
に
周
世
集
落

営
農
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
設
立
披
露
式
で
、
協
議

会
の
初
代
会
長
に
就
任
し

た
尾
崎
治
男
・
周
世
自
治

会
長
は
「
こ
の
地
域
に
は

大
変
お
い
し
い
作
物
が
で

き
る
農
地
と
豊
か
な
自
然

が
あ
る
。
人
と
自
然
と
農

地
が
調
和
し
た
新
し
い
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
」

と
宣
言
し
た
。（
写
真
は

兵
庫
県
初
の
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

を
立
ち
上
げ
た
「
豊
か
な

郷
づ
く
り
協
議
会
」
の
み

な
さ
ん
）

関
福
大
の
体
育
会
躍
進

複
数
競
技
で
全
国
大
会

日
本
ア
マ
ゴ
ル
フ
に
も
初

　
文
武
両
道
を
掲
げ
、
ス

ポ
ー
ツ
特
待
生
選
抜
制
度

を
設
け
て
い
る
関
西
福
祉

大
学
で
体
育
会
系
ク
ラ
ブ

の
躍
進
が
目
覚
ま
し
い
。

今
月
に
は
剣
道
、
陸
上
、

ゴ
ル
フ
の
３
競
技
で
計
５

人
が
全
国
大
会
へ
出
場
。

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。

　
学
生
剣
士
日
本
一
を
競

う
全
日
本
学
生
剣
道
選
手

権
大
会
（
２９
・
３０
日
、
東

京
）
に
荻
野
隼し

ゅ
ん
す
け
佑
さ
ん

（
２１
）＝
教
育
学
部
４
年
＝

と
喜
多
山
瑞
希
さ
ん（
２０
）

＝
教
育
学
部
３
年
＝
が
出

場
す
る
。
い
ず
れ
も
４
月

に
あ
っ
た
関
西
大
会
で
上

位
に
進
出
し
て
出
場
権
を

得
た
。
初
出
場
の
荻
野
さ

ん
は
「
大
学
に
入
学
し
た

と
き
か
ら
目
指
し
て
い
た

大
会
。
自
分
の
力
が
ど
こ

ま
で
通
用
す
る
か
挑
戦
し

た
い
」
と
し
、
２
年
ぶ
り

２
度
目
の
出
場
と
な
る
喜

多
山
さ
ん
は
「（
２
勝
し

た
）
前
回
を
上
回
る
成
績

を
」
と
意
気
込
む
。

　
学
生
陸
上
２
大
タ
イ
ト

ル
の
一
つ
「
日
本
学
生
陸

上
競
技
個
人
選
手
権
大

会
」（
１４
〜
１６
日
、
神
奈

川
）
に
は
女
子
三
段
跳
の

鹿
野
日ひ

陽よ

南な

さ
ん（
２２
）＝

教
育
学
部
４
年
＝
と
男
子

走
高
跳
の
周
世
原
春は

玖く

さ

ん（
１８
）＝
社
会
福
祉
学
部

１
年
＝
が
初
出
場
。
ス
ピ

ー
ド
を
活
か
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
ジ
ャ
ン
プ
が
特

長
の
鹿
野
さ
ん
は
１２
㍍
６０

の
自
己
記
録
更
新
を
狙

う
。
赤
穂
東
中
出
身
で
２

㍍
１０
の
自
己
ベ
ス
ト
を
持

つ
周
世
原
さ
ん
は
無
駄
の

な
い
滑
ら
か
な
跳
躍
で
上

位
を
目
指
す
。

　
ゴ
ル
フ
部
か
ら
は
冨
田

大ひ
ろ

翔と

さ
ん（
１８
）＝
社
会
福

次
号
は
22
日

　
本
紙
は
土
曜
日
発
行

で
す
が
、
１５
日
は
休
刊

し
ま
す
。
次
号
は
６
月

２２
日
に
発
行
し
ま
す
。

　
　
　
　
赤
穂
民
報
社

祉
学
部
１
年
＝
が
「
日
本

ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手

権
」（
２５
〜
２８
日
、
廣
野

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）
へ
の
出

場
を
決
め
た
。「
常
に
バ

ー
デ
ィ
ー
を
狙
う
攻
め
の

ゴ
ル
フ
」
が
ス
タ
イ
ル
。

関
西
予
選
で
は
Ｏ
Ｂ
を
３

度
出
し
な
が
ら
も
パ
ッ
ト

や
バ
ン
カ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の

小
技
が
冴
え
て
ス
コ
ア
を

キ
ー
プ
し
た
。
日
本
ア
マ

は
今
年
で
１
０
８
回
の
歴

史
を
誇
る
国
内
ア
マ
ゴ
ル

フ
最
高
峰
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
。
今
年
度
創
部
し
た
ば

か
り
の
同
部
に
記
念
す
べ

き
一
歩
を
刻
む
。

　
他
の
体
育
会
ク
ラ
ブ
も

関
西
１
部
に
定
着
し
た
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
は

じ
め
、
男
子
サ
ッ
カ
ー
部

も
関
西
１
部
復
帰
圏
内
に

つ
け
る
な
ど
地
位
を
固
め

つ
つ
あ
る
。（
写
真
右
は

剣
道
部
の
荻
野
隼
佑
さ

ん
、
喜
多
山
瑞
希
さ
ん
。

同
中
は
陸
上
部
の
鹿
野
日

陽
南
さ
ん
、
周
世
原
春
玖

さ
ん
。
同
左
は
ゴ
ル
フ
部

の
冨
田
大
翔
さ
ん
）

景
気
動
向
調
査

来
期
見
通
し
悪
化

物
価
高
騰
嫌
気
か

　
赤
穂
商
工
会
議
所
が
四
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
6５
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
へ
の
取
替
で
国

か
ら
補
助
金
が
も
ら
え
ま

す
。
予
算
上
限
に
達
し
次

第
、
補
助
金
は
終
了
致
し

ま
す
。
補
助
対
象
機
種
や

お
見
積
り
等
お
問
合
せ
は

お
早
め
に
当
店
に
お
願
い

致
し
ま
す
。日
曜
定
休
日
。

尾
崎
☎
２５
・
１
３
８
１

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越
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市
民
ガ
イ
ド

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　

▼
剪
定
・
伐
採
・
草
刈

・
芝
刈
り
承
り
ま
す
＝
ま

ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。
庭
木
１
本
か
ら

の
ご
依
頼
も
お
受
け
し
ま

す
。
丁
寧
な
仕
事
を
し
ま

す
。「
御
庭
番
」
御
崎
☎

０
９
０
・
９
０
９
２
・
３

２
７
６
（
大
前
）

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
6０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
～
１８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼『
住
宅
設
備
』や『
電

気
工
事
』の
こ
と
な
ら
当

店
へ
＝
エ
ア
コ
ン
設
置
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、ア
ン
テ

ナ
関
連
、イ
ン
タ
ー
ホ
ン

や
照
明
な
ど
、何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
国
分
電
気
」中
広
☎

４５
・
０
５
０
３
、☎
０
９
０

・
７
１
１
４
・
３
６
４
９

　

▼
着
付・エ
ス
テ（
脱
毛

含
む
）・焼
き
菓
子
の
お
店

＝
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
シ

ミ
ケ
ア
・
脱
毛
な
ど
気
に

な
る
と
思
っ
た
ら
是
非
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
ラ
・
シ
ュ
シ
ュ
」尾

崎
☎
０
８
０
・
９
１
６
０
・

２
８
４
３（
佐
井
）

　

▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
洋
菓

子
店
」＝
６
月
８
日（
土
）、

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ル
１
本
１

３
０
０
円
で
販
売
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
営
業
９
時
半

～
１７
時
。
商
議
所
北
☎
４２

・
２
２
９
６

　

▼
乳
歯
の
虫
歯
治
療
＝

歯
科
診
療
が
困
難
な
お
子

さ
ん
を
受
付
し
ま
す
。

「
谷
野
歯
科
医
院
」
尾
崎

☎
４２
・
２
１
３
１

　

▼
小
型
ロ
ー
リ
ー
・
大

型
ロ
ー
リ
ー
運
転
手
急
募

＝
８
～
１７
時
の
間
（
基

本
）
で
８
時
間
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
。
危
険
物
乙

４
免
許
必
要
（
大
型
免
許

保
有
者
同
時
募
集
）。
給

与
２４
万
円
～
（
年
齢
及
び

経
験
に
よ
る
）
昇
給
・
賞

与
あ
り
○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ
ス

タ
ッ
フ
２
名
募
集
。
７
～

１９
時
の
間
の
９
時
間
（
休

憩
含
む
）
時
間
外
労
働
あ

り
（
月
平
均
２０
時
間
）
給

与
１８
万
円
～（
年
齢
・
経
験

に
よ
る
）要
普
通
免
許
・
危

険
物
乙
４
（
入
社
後
取
得

可
）週
休
２
日（
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
）。「
前
田
石

油
㈱
」
中
広
１
７
９
の
６

☎
４３
・
２
６
８
８

　

▼
サ
ク
ラ
グ
ミ
の
ホ
ー

ル
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
平
日

１０
時
～
１５
時
ま
た
は
１6

時
、
土
日
祝
日
１０
時
～
１6

時
。
時
給
１
１
０
０
円
。

試
用
期
間
３０
日
。
詳
し
く

は
面
接
に
て
。
御
崎
２
の

１
☎
４２
・
３
５
４
５

　

▼
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
募

集
＝
①
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
顧
客
管
理
、
予
約
受

付
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
チ

ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
対
応
な

ど
）。
給
料
２５
万
円
～
。

週
休
２
日
。
年
１
回
昇
給

あ
り
、
賞
与
年
２
回
。
各

種
保
険
等
完
備
。
交
通
費

支
給
。
経
験
者
優
遇
し
ま

す
②
ル
ー
ム
キ
ー
パ
ー
２

名
。
１１
時
～
１５
時
、
週
２

日
程
度
入
れ
る
方
（
水
・

木
休
み
）。
経
験
者
優
遇

し
ま
す
。
時
給
は
経
験
者

１
２
５
０
円
～
（
試
用
期

間
１
週
間
）、
未
経
験
者

１
１
５
０
円
～
（
試
用
期

間
１
か
月
）。
詳
し
く
は

面
談
に
て
。「
ホ
テ
ル　

カ
ー
サ
ヴ
ィ
ー
コ
」
御
崎

２
の
１
☎
５6
・
５
２
４
５

（
長
田
）

　

▼
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
募

集
＝
土
日
祝
の
勤
務
で
長

期
間
来
ら
れ
る
方
。
近
隣

の
方
歓
迎
。
接
客
の
仕
事

で
９
時
～
１９
時
の
間
で
４

～
８
時
間
の
シ
フ
ト
制
。

時
給
１
０
１
０
円
～
。「
ベ

ー
カ
リ
ー
コ
ン
セ
ル
ボ
」

イ
オ
ン
赤
穂
店
内
☎
４３
・

６
９
０
９
（
１6
時
以
降
）

　

▼
「
絵
が
お
の
会
」
絵

手
紙
展
＝
講
師
の
川
端
隆

子
先
生
の
１
周
忌
を
前
に

会
員
１6
名
が
作
品
を
出
品

し
て
い
ま
す
。
６
月
２４
日

（
月
）ま
で
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂

駅
改
札
横
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

☎
４３
・
６
０
８
３（
西
本
）

　

▼
西
新
宿
花
し
ょ
う
ぶ

園
、
７
日
開
園
し
ま
し
た

＝
里
山
に
１
７
０
種
１
万

５
０
０
０
株
の
花
し
ょ
う

ぶ
。
２
週
目
か
ら
は
ア
ジ

サ
イ
も
咲
き
ま
す
。
６
月

末
ま
で
見
頃
が
続
き
ま

す
。
環
境
保
全
協
力
金

（
１８
歳
以
上
）５
０
０
円
、

年
間
パ
ス
１
０
０
０
円
。

駐
車
場
無
料
、
ペ
ッ
ト
同

伴
可
。
佐
用
町
西
新
宿
８

４
８
番
地
☎
０
９
０
・
８

８
２
０
・
３
７
１
５

　

▼
沖
縄
慰
霊
の
日
「
島

唄
の
集
い
」
＝
戦
後
７９

年
、
今
年
も
沖
縄
慰
霊
の

日
を
迎
え
ま
す
。
唯
一
地

上
戦
が
行
わ
れ
た
沖
縄
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
す

べ
て
の
御
霊
に
祈
り
を
捧

げ
、
い
つ
ま
で
も
平
和
な

世
の
中
が
続
く
こ
と
を
祈

念
し
ま
す
。
沖
縄
の
唄
で

思
い
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で

す
。
６
月
２３
日
（
日
）、

木
津
の
旧
『
赤
穂
や
』
で

１４
時
～
１７
時
１０
分
。
沖
縄

民
謡
５
組
が
出
演
し
ま

す
。
入
場
無
料
（
満
席
の

場
合
は
お
断
り
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）。
ド
リ
ン

ク
販
売
あ
り
、
食
事
メ
ニ

ュ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
沖
縄
す
た
い
る
」
☎
０

９
０
・
５
８
９
８
・
７
８

９
９
（
小
河
）

休
日
急
患
診
療
医

　
▽
９
日
＝
渡
辺
内
科
小

児
科
医
院
（
大
町
１１
の

５
）
☎
０
７
９
１
・
４２
・

３
８
８
４

　
▽
１６
日
＝
お
ば
た
内
科

・
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
さ
つ
き
町
１２
の
８
）
☎

０
７
９
１
・
５５
・
９
５
９

６

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

元
赤
穂
書
道
会
長

故
新
家
一
夫
さ
ん

回
顧
展
を
開
催
中

　
元
赤
穂
書
道
会
長
で
５

年
前
に
亡
く
な
っ
た
故
新

家
一
夫
さ
ん
の
回
顧
展
が

３
日
か
ら
坂
越
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
喫
茶
「
さ
こ
し
高
瀬

舟
」
で
始
ま
っ
た
。

　
新
家
さ
ん
は
建
具
師
と

し
て
勤
務
す
る
か
た
わ
ら

３０
代
の
頃
か
ら
書
家
と
し

て
活
動
。
前
衛
的
な
書
風

で
多
く
の
公
募
展
で
実
績

を
残
し
、
毎
日
書
道
展
で

は
会
友
に
な
っ
た
。
２
０

１
９
年
１
月
１７
日
に
９１
歳

で
死
去
し
た
。

　
今
展
で
は
遺
作
の
中
か

ら
額
装
、
パ
ネ
ル
な
ど
９

点
を
展
示
。
黒
地
に
金
の

文
字
を
書
し
た
作
品
を
は

じ
め
、
生
前
に
出
展
し
た

こ
と
の
な
か
っ
た
掛
軸
や

晩
年
期
に
挑
戦
し
た
か
な

の
書
も
あ
り
、
卒
寿
を
迎

え
て
も
衰
え
る
こ
と
の
な

か
っ
た
故
人
の
創
作
意
欲

が
感
じ
ら
れ
る
。

　
趣
味
の
写
真
も
６
点
並

ぶ
。
孫
の
陽
平
さ
ん（
１６
）

と
一
緒
に
展
示
準
備
し
た

長
女
の
恵
美
子
さ
ん
＝
北

野
中
＝
は
「
書
が
好
き
で

何
歳
に
な
っ
て
も
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

父
で
し
た
。
作
品
を
見
な

が
ら
父
の
思
い
出
を
懐
か

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る
。

　
６
月
２７
日（
木
）ま
で
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時
（
金

土
日
は
休
み
）。
☎
４８
・
７

１
２
２
。（
写
真
は
「
さ

こ
し
高
瀬
舟
」
で
開
催
中

の
新
家
一
夫
回
顧
展
）

　
▼
…
石
川
で
災
害
支
援

活
動
、
赤
穂
高
校
定
時
制

生
徒
ら
も
奮
闘
＝
赤
穂
市

と
相
生
市
の
社
会
福
祉
協

議
会
が
募
集
し
た
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
２０
人
が
、
能

登
半
島
地
震
で
被
災
し
た

石
川
県
七
尾
市
で
活
動
。

一
行
に
参
加
し
た
赤
穂
高

校
定
時
制
の
生
徒
４
人
が

活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
を
語
っ
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
の
は
、
３

年
生
の
長
尾
隼
斗
さ
ん

（
１７
）＝
南
宮
町
＝
ら
４

人
。
テ
レ
ビ
で
被
災
地
の

様
子
を
見
て
、「
自
分
に

出
来
る
人
助
け
は
な
い

か
」
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
学
校
玄
関
に
掲
出
さ

れ
た
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
目

に
し
、
仲
の
良
い
同
級
生

や
後
輩
に
も
声
を
掛
け
た

と
い
う
。

　
先
月
１７
日
深
夜
に
社
協

が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス

で
赤
穂
を
出
発
。
約
８
時

間
か
け
て
七
尾
市
に
到
着

し
た
。
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
指
示
で
被

災
家
屋
の
後
片
付
け
や
家

具
の
運
び
出
し
、
災
害
廃

棄
物
仮
置
き
場
へ
の
運
搬

に
汗
を
流
し
た
。
そ
の
日

の
夕
方
に
七
尾
を
後
に

し
、
１９
日
未
明
に
赤
穂
に

戻
っ
た
。

　
０
泊
３
日
の
強
行
軍
。

２
年
の
牧
村
優ゆ

う

羽わ

さ
ん

（
１６
）＝
塩
屋
＝
は
「
作
業

量
が
多
く
て
、
ひ
た
す
ら

作
業
に
集
中
し
ま
し
た
」

と
足
が
筋
肉
痛
に
な
る
ほ

ど
頑
張
っ
た
。
被
災
住
民

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
掛
け

ら
れ
た
と
い
う
３
年
の
内

海
条
治
郎
さ
ん（
１７
）＝
真

殿
＝
は
「
も
っ
と
長
く
活

動
し
た
か
っ
た
」
と
振
り

返
っ
た
。

　
現
地
で
は
水
道
は
復
旧

し
て
い
た
も
の
の
水
圧
が

弱
く
、
ト
イ
レ
は
頻
繁
に

パ
イ
プ
詰
ま
り
を
起
こ
す

た
め
、
地
震
か
ら
５
か
月

以
上
経
っ
た
今
も
簡
易
ト

イ
レ
で
用
を
足
し
て
い
る

世
帯
が
複
数
あ
っ
た
と
い

う
。「
地
震
の
怖
さ
、
被

災
生
活
の
大
変
さ
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
に
な

り
ま
し
た
」
と
２
年
の
大

林
士し

鶴ず
る

さ
ん（
１７
）＝
上
郡

町
高
田
台
＝
。「
機
会
が

あ
れ
ば
、
も
う
一
度
現
地

で
活
動
し
た
い
」
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
い

う
。（
写
真
は
石
川
県
七

尾
市
で
活
動
し
た
災
害
ボ

　
▼
…
出
水
期
前
に
防
潮

施
設
を
巡
視
点
検
＝
梅
雨

や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

高
波
や
高
潮
な
ど
の
被
害

を
防
ぐ
ゲ
ー
ト
に
異
常
が

な
い
か
確
認
す
る
年
１
度

の
防
潮
施
設
巡
視
点
検
が

こ
の
ほ
ど
あ
り
、
赤
穂
市

と
兵
庫
県
の
職
員
約
４０
人

が
市
内
約
１
０
０
か
所
を

手
分
け
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し

た
。

　
市
土
木
課
管
理
係
に
よ

る
と
、市
内
に
は
赤
穂
港
、

坂
越
港
、
古
池
港
に
垂
直

ゲ
ー
ト
を
ハ
ン
ド
ル
を
回

し
て
下
ろ
す
樋
門
が
４０
か

所
、
重
い
鉄
製
扉
を
水
平

に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
陸り

っ

閘こ
う

が
６２
か
所
あ
る
。
職
員
ら

は
２
日
が
か
り
で
各
所
を

巡
り
、
１
か
所
ず
つ
ゲ
ー

ト
を
開
閉
し
て
動
作
確
認

し
た
。

　
点
検
の
結
果
、
堆
積
し

た
土
砂
に
よ
り
完
全
に
閉

ま
り
き
ら
な
か
っ
た
り
、

ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
の
劣
化
で

ゲ
ー
ト
に
隙
間
が
あ
る
と

い
っ
た
施
設
が
計
３０
か
所

見
つ
か
っ
た
と
い
う
。
県

は
市
か
ら
正
式
に
点
検
結

果
の
報
告
を
受
け
た
上

で
、「
土
砂
の
浚
渫
や
パ

ッ
キ
ン
の
交
換
な
ど
必
要

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
早
急

に
実
施
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。（
写
真
は
出
水
期

を
前
に
実
施
さ
れ
た
防
潮

施
設
の
巡
視
点
検
）

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

＝
赤
穂
市
社
協
提
供
）

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　


	20240608_01面
	20240608_02面

